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１．研究計画の概要 
 微分幾何に現れる曲線、曲面の中でも特に
可積分系と関わるようなものに注目し研究
対象とする。 
 
２．研究の進捗状況 
  離散化を伴う曲線の可積分な運動につ

いて、複素双曲線上の閉曲線のなす空間にシ

ンプレクティック構造を入れ, ハミルトン流

に沿って曲率が高次バーガズ方程式に従う

ハミルトン関数を定義し、このハミルトン関

数を不変にするハミルトン作用を扱った他、

空間のリーマン幾何的性質についても考察

した。また、閉じた複素等積アファイン曲線

のなす空間にプレシンプレクティック構造

を入れ, ハミルトン流に沿って曲率が高次

KdV 方程式に従うハミルトン関数を定義し

た他、複素平面上の閉曲線との間にプレシン

プレクティック写像を定義し、これがミウラ

変換を誘導することを示し、AKNS 系との関

係についても調べた。以上の結果を黒瀬俊氏

（福岡大学）との共同研究として既に発表済

み、または発表予定である。また、４次元空

間形内の平均曲率の大きさを保ちながら等

長的に変形可能な曲面について、以前チェン

とヤウによる簡約定理の一般化を得ていた

が、簡約という言葉が示すように、そこに現

れるものは法朿が平坦で本質的には３次元 

空間形内の曲面とみなせるものであった。そ 

こで、この研究を更に発展させ、双曲型空間

形内の平坦でない法朿をもつものを具体的

に構成した。  

３．現在までの達成度 
  
 論文の発表状況からみてもおおむね順調
であるといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 特に変更なく進めていく。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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